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平成 28 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金 

政策科学総合研究事業(政策科学推進研究事業) 

分担研究報告書 

DPC 分析用データセットの作成・開発について 

 

   堀口 裕正 国立病院機構本部総合研究センター 診療情報分析部 副部長 

 

研究要旨 

 本研究班において、収集した DPC データは、データセットの量が大きく、一般的な研究者

が保有する分析環境（コンピュータの能力やデータを保管するストレージの量等）では処理が

行えない状況となっている。また、その膨大なデータのうち、矛盾するレコードや、研究で使

用するには留意が必要なデータも混じっている。 

 そこで、いくつかのデータ処理を行うことによって、データを分析可能なものに絞り込み、

さらに分析に必要な様々な処理を加えてデータセットを作成し、さまざまな研究が実施しやす

い環境を構築することを行った。 

 本年度、平成 22 年～27 年のデータについては新たに利用承諾がとれた医療機関のデータを

加えて、分析用データセットの再作成を行うとともに、平成 27 年のデータについて分析用の

データセットの作成を行い、分析に供することができた。その際、キー情報の重複や必要なデ

ータの欠損のある症例などは、分析に影響度が大きいので、それらの症例情報については確実

に除去を行った。 

 平成 28 年度データより新しいフォーマット(H ファイル)に即したデータクリーニングとなる

ようさらなるシステム改変を行った。 

このデータセットの完成で、DPC データの精度を向上させ、より高度な分析を実施することが

可能となると考えられる。 

A.目的 
本研究班において、収集した DPC データは、まず基本調査として入院情報の D/E/F ファイル・様式

1・3・4 ファイル（以下それぞれ FF1/FF3/FF4 ファイルと表記）と多岐にわたっている。また各病院の

データ収集が通年化され収集時期の範囲も広く、多数の医療機関が参加している。さらに、付随する調査

として ICU/ER・リハビリ・CP・外来機能といった各種調査が付随し、それぞれが、基本調査の集計デ

ータを分析にあたって必要としている。 

平成 28 年 3 月現在、本研究班では平成 15 年度調査から平成 27 年度調査までの 13 年度の調査データ

を医療機関との契約の元で保有し、分析に活用しているが、平成 27 年調査データの分量はすべてテキス

トのデータで、1TB を超えた量となっており、一般的な研究者が保有する分析環境（コンピュータの能

力やデータを保管するストレージの量等）では処理が行えない状況となっている。 

そこで、本研究では、平成 21 年度より本研究班の保有する DPC 調査データから、 

１、利用できるデータを選択し、 
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２、その 1 つ 1 つのデータが研究に利用する際に留意すべきポイントがあるかをチェックして情報を

付加し 

３、分析に必要な情報を容易にとりだせるよう用途別に分割し、 

さまざまな統計処理を行うための数値を計算しやすいよう整理して共通分析用データセットとして

作成し、本研究班においてより精度の高い、高度な分析を行うための環境を整備することを試みてい

る。本年度は平成 26 年度から平成 27 年度(24 ヶ月)分のデータを通年で 1 つのデータセットとして取

り扱い、各種の分析処理を行うことが出来る基盤作成を目的とした。 

また、平成 28 年度データより H ファイルのフォーマットが追加されたことに対応するシステム改

変を行い、平成 28 年データについても既存データと同様のクリーニング処理及びデータセット作成処

理を行うことが出来る様にし、そのシステムが問題なく稼働するかどうかについて確認作業を行うこ

ととした。 

 

B.方法 
以下の処理を、研究班保有の DPC データに対して行い、分析用データセットを作成することとした。 

１、データの取り込み 

 参加医療機関から提供された DPC データ（FF1/3/4/D/E/F/外来ファイル）を DB に取り込む。その際、

平成 26 年度データからの様式 1 ファイル縦持ち化に対応した処理を追加した。また、平成 28 年度のフ

ォーマット改正および H ファイルの追加に伴う処理を追加した。 

２、エラーチェック 

 提出されたデータのエラーチェックを行い、エラーデータをデータセット内から除外する。また研究

に使用する際留意する項目に対してチェックしフラグを付与する。 

 どのような条件についてエラー・留意とするかについては本年の研究として検討を行う。 

３、DPC コード情報の一体的保有 

 平成 20 年度「DPC 松田研究班版 DPC コーダーの開発について」で作成した DPC コーディングツー

ルを利用した DPC コードを分析用データセット内に取り込み、他のデータと一体的に保有する 

 

以上の処理を行い、分析用データセットを作成する。 

分析用データセットには次のファイルが含まれる 

(A) 拡張 FF1  様式 1（FF1）情報に留意フラグ等の情報を付加したもの 

(B) 統合 E ファイル E ファイルに退院日及び期間内入院回数を付加したもの 

(C) 統合 F ファイル F ファイルに退院日・実施日等を付加したもの 

(D) 疑似 D ファイル D ファイル作成ルールに基づいて擬似的に D ファイルを生成 

(E) 診療明細データ 統合 E ファイルの点数部分を金額に置き換えたもの 

(F) 行為明細データ 統合 F ファイルの点数部分を金額に置き換えたもの 

(G) DPC 年度毎情報 運用時期別に生成された DPC コード情報 

(H) FF4  様式 4 

(J) 実施手術  F ファイルから手術関係のレコードのみを抽出したもの 

(K) 実施処置  F ファイルから処置・薬剤関係のレコードのみを抽出したもの 
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(L) 年度別手術コード 手術コードを診療報酬の運用年度別に変換したもの 

尚、データ処理のフローは下に示す図のとおりである。 
研究用データ加工フロー全体図

FF1

・病院属性等
・データ属性等
・診断情報（傷病情報）
・手術情報
・診療情報

②
拡張FF1作
成

(ｱ)拡張FF1仮

・病院属性等
・データ属性等
・診断情報（傷病情報）
・手術情報
・診療情報
・入院通番
・前回入院情報
・次回入院情報
・データチェック結果情報

Eファイル

(*)キー情報
・日付正規化前
施設コード＋データ識別番号＋入院年月日

・日付正規化後
施設コード＋データ識別番号＋入院通番

Ｆファイル

手術マスター
処置マスター
薬剤マスター

(ｶ)実施手術仮

・キー情報(*)
・点数表ｺｰﾄﾞ
・レセ電算コード
・実施日

(ｷ)実施処置仮

・キー情報(*)
・点数表ｺｰﾄﾞ、ﾀﾞﾐｰｺｰﾄﾞ
・レセ電算コード
・実施日

(ｴ)診療明細データ仮
・Ｅファイル情報
（退院日を補完）
（点数は全て金額に換算）

(ｵ)行為明細データ仮
・Ｆファイル情報
（退院日を補完）
（点数は全て金額に換算）

・包括出来高振り分け情報

⑦
擬似Ｄファイル作成

(ｺ)擬似Ｄファイル仮

・キー情報(*)
・ＤＰＣ年度
・包括算定部分情報
・出来高算定部分情報

(ｹ)ＤＰＣ年度毎情報仮

・キー情報(*)
・ＤＰＣ年度
・ＤＰＣコード
・ＤＰＣ基本コード

Ａ

⑧
入院通番付与
⑨
留意フラグ付与

(ｶ)実施手術仮
(ｷ)実施処置仮
(ｸ)年度別手術コード仮

(A)拡張FF1

・病院属性等
・データ属性等
・診断情報（傷病情報）
・手術情報
・診療情報
・入院通番
・前回入院情報
・次回入院情報
・データチェック結果情報

(B)統合Ｅファイル
・Ｅファイル情報
（退院日を補完）

(C)統合Ｆファイル

・Ｆファイル情報
（退院日を補完）

・実施日

(D)擬似Ｄファイル

・キー情報(*)
・ＤＰＣ年度
・包括算定部分情報
・出来高算定部分情報

(E)診療明細データ

・Eファイル情報
（退院日を補完）
（点数は全て金額に換算）

・入院通番

FF4

(H)FF4

(Ｉ)FF3
FF3

(Excel)

原本データ

最終生成データ

⑤
実施手術処
置抽出

Ｆ
Ｆ
1
デ
ー
タ
と
同
一

(G)ＤＰＣ年度毎情報

・キー情報(*)
・ＤＰＣ年度
・手術コード情報（由来含）
・ＤＰＣコード
・ＤＰＣ要素

(F)行為明細データ

・Ｆファイル情報
（退院日を補完）
（点数は全て金額に換算）

・包括出来高振分情報
・入院通番

ＦF4

①．
キーデータ重複チェック
エラーデータ除外

(A)～(L)は最終提供テーブル
(ｱ)～(ｺ)は作業用中間テーブル

(ｲ)統合Ｅファイル仮
(ｳ)統合Ｆファイル仮
(ｴ)診療明細データ仮
(ｵ)行為明細データ仮

DPC定義ﾏｽﾀ
（電子点数表）

除外デー
タFF1

DPCコー
ダーから

(ｸ)年度別手術コード仮

・キー情報(*)
・手術インデックス
・ＤＰＣ年度
・点数表コード
・レセ電算コード
・実施日
・回数、側数、麻酔
・由来フラグ(FF1,Fﾌｧｲﾙ）

⑥
年度別手術
コード変換

Ｋコードリンク
マスター

Ａ

(ｲ)統合Ｅファイル仮

・Ｅファイル情報
（退院日を補完）

(ｳ)統合Ｆファイル仮

・Ｆファイル情報
（退院日を補完）

・実施日

③
全月分ﾏｰｼﾞ
退院日補完
実施日補完

④
診療明細、行
為明細作成

Ａ

(J)実施手術

(K)実施処置

(L)年度別
手術コード

 
 

 

C.結果 
本年度の研究期間においては平成 26 年度時点で伏見班保有のデータに対して B.方法で示した処理を行

った。 

以下特記すべき事項に関して記載する。 

 

１、エラーチェックについて 

 本研究データセット作成については、以下のルールの下で、データエラーチェックおよび留意フラグ

付与を行った。 
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表 1 エラーチェック仕様 

No 
ｴﾗｰ番

号 
チェック内容 

チェック論理（NG

条件） 

対象デ

ータ 
種別 備考 フラグ内容等 

1 ERR010 

FF1 のキーが

重複している 

FF1 縦にて「施設コ

ード＋データ識別

番号＋入院年月日

＋回数管理番号＋

診療情報番号＋コ

ード＋バージョン＋

連番」が重複 

（過去の FF1 との

重複もチェックす

る。） 

FF1 

FF1T 

キー重複 ・重複データは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１（診療情報番号＝０）がエラーの場合、子様式１（診療情報番号≧１）のレコ

ードも一緒に除外する。 

・子様式１の重複は該当の子様式 1 のみ除外とし、親様式１および他の子様式１には

影響を及ぼさない。 

・「日帰り入退院＋同一日再入院」および「日帰り入退院＋日帰り入退院」の場合は、

同一日再入院および最初の日帰り入院を採用する（回数管理番号が最小のもののみ

採用する）。この場合は ERR010 ではなく、ERR220 として、非採用の様式１情報のみ

除外とする。 
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2 ERR020 

FF4 のキーが

重複している 

FF4 にて「施設コー

ド＋データ識別番

号＋入院年月日」

が重複 

FF4 キー重複 ・重複データは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１と子様式１の両方を除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 

  

3 ERR030 

E ファイルのキ

ーが重複して

いる 

E ファイルの「施設

コード＋データ識

別番号＋入院年月

日＋データ区分＋

順序番号＋該当

月」が重複 

E ファイ

ル 

キー重複 ・重複データは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１と子様式１の両方を除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 

  

4 ERR040 

F ファイルのキ

ーが重複して

いる 

Ｆファイルの「施設

コード＋データ識

別番号＋入院年月

日＋データ区分＋

順序番号＋行為明

細番号＋該当月」

が重複 

F ファイ

ル 

キー重複 ・重複データは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１と子様式１の両方を除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 
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5 ERR050 

EF 統合ファイ

ルのキーが重

複している 

EF 統合ファイルの

「施設コード＋デー

タ識別番号＋入院

年月日＋データ区

分＋順序番号＋行

為明細番号＋該当

月」が重複 

EF 統合 キー重複 ・重複データは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１と子様式１の両方を除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 

  

6 ERR060 

外来 E ファイ

ルのキーが重

複している 

外来 E ファイルの

「施設コード＋デー

タ識別番号＋入院

年月日＋データ区

分＋順序番号＋該

当月」が重複 

外来 E キー重複 ・重複データは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１と子様式１の両方を除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 

  

7 ERR070 

外来 F ファイ

ルのキーが重

複している 

外来 F ファイルの

「施設コード＋デー

タ識別番号＋入院

年月日＋データ区

分＋順序番号＋行

為明細番号＋該当

月」が重複 

外来 F キー重複 ・重複データは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１と子様式１の両方を除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 
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  ERR080 

D ファイルの

キーが重複し

ている 

D ファイルの「施設

コード+データ識別

番号+入院年月日+

データ区分+順序

番号」が重複 

D ファイ

ル 

キー重複 ・重複データは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１と子様式１の両方を除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 

  

  ERR090 

H ファイルの

キーが重複し

ている 

H ファイルの「施設

コード+病棟コード+

データ識別番号+

退院年月日+入院

年月日+実施年月

日+コード+バージョ

ン+連番」が重複 

H ファイ

ル 

キー重複 ・重複データは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１と子様式１の両方を除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 
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8 ERR110 

在院日数が１

日未満である 

入院日＞退院日 FF1 

FF1T 

除外 ・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１（診療情報番号＝０）がエラーの場合、子様式１（診療情報番号≧１）のレコ

ードも一緒に除外する。 

・子様式１のエラーの場合は、該当子様式１は除外するが、親様式１および他の子様

式１は除外しない。 

・子様式１で退院日が'00000000'である場合は、許容する。親様式１はこのエラーとな

る。 

  

9 ERR120 

入院時年齢が

０歳未満であ

る 

生年月日＞入院日 FF1 

FF1T 

除外 ・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１（診療情報番号＝０）がエラーの場合、子様式１（診療情報番号≧１）のレコ

ードも一緒に除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 

・子様式１のエラーの場合は、該当子様式１は除外するが、親様式１および他の子様

式１は除外しない。 
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10 ERR130 

年月日が誤っ

ている 

実在しない年月日

（13 月 1 日、7 月

32 日など）、および

SQLserver の

datetime 型で扱え

ない日付（1753 年

1 月 1 日以前） 

ALL 

（FF1T

も） 

除外 ・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・対象は全ての日付情報とする 

・あくまで実在しない年月日のチェックのみであり、手術日が入院日と退院日の間にあ

るか、などの相関チェックは行なわない。 

・'00000000'は許容する。 

・親様式１（診療情報番号＝０）がエラーの場合、子様式１（診療情報番号≧１）のレコ

ードも一緒に除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 

・子様式１のエラーの場合は、該当子様式１は除外するが、親様式１および他の子様

式１は除外しない。 

・様式１開始日、様式１終了日をチェック対象に追加。 

・前回退院年月日は日を 00 にする表記を共用しているため、本チェックの対象外とす

る。 

  

11 ERR140 （欠番）           

12 ERR150 （欠番）           

13 ERR160 

統括診療情報

番号が異常で

ある 

（３日以内再入

統括診療情報番号

が０以上の数字で

ない 

FF1 

FF1T 

除外 ・他のエラーデータ除外より最初に判定する。 

・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 
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院集約レコー

ド） 

14 ERR170 

様式１対象期

間が１日未満

である 

様式１開始日＞様

式１終了日 

FF1 

FF1T 

除外 ・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１（診療情報番号＝０）がエラーの場合、子様式１（診療情報番号≧１）のレコ

ードも一緒に除外する。 

・子様式１のエラーの場合は、該当子様式１は除外するが、親様式１および他の子様

式１は除外しない。 

  

15 ERR180 

親様式１にお

いて様式１開

始日、様式１

終了日が入院

日、退院日に

一致していな

い 

統括診療情報番号

＝０ かつ （様式１

開始日が入院年月

日と一致しない ま

たは 様式１終了日

が退院年月日と一

致しない） 

FF1 

FF1T 

除外 ・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１（診療情報番号＝０）がエラーの場合、子様式１（診療情報番号≧１）のレコ

ードも一緒に除外する。（過去に仮確定した子様式１も除外する。） 

・子様式１のエラーの場合は、該当子様式１は除外するが、親様式１および他の子様

式１は除外しない。 
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16 ERR190 

様式１開始日

が入院と退院

の範囲外であ

る 

様式１開始日＜入

院年月日 または 

様式１開始日 ＞ 

退院年月日 

FF1 

FF1T 

除外 ・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１（診療情報番号＝０）がエラーの場合、子様式１（診療情報番号≧１）のレコ

ードも一緒に除外する。 

・子様式１のエラーの場合は、該当子様式１は除外するが、親様式１および他の子様

式１は除外しない。 

  

17 ERR200 

様式１終了日

が入院と退院

の範囲外であ

る 

様式１終了日＜入

院年月日 または 

様式１終了日 ＞ 

退院年月日 

FF1 

FF1T 

除外 ・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

・親様式１（診療情報番号＝０）がエラーの場合、子様式１（診療情報番号≧１）のレコ

ードも一緒に除外する。 

・子様式１のエラーの場合は、該当子様式１は除外するが、親様式１および他の子様

式１は除外しない。 
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  ERR210 

回数管理番号

が異常である 

回数管理番号が０

以上の数字でない 

FF1T 除外 ・他のエラーデータ除外より最初に判定する。 

・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

  

  ERR220 

同じ入院日の

入院が複数存

在する 

回数管理番号が複

数存在する。 

最小の回数管理番

号のみの様式１情

報のみを採用し、

他の回数管理番号

の様式１情報は

ERR220 として除外

する。 

FF1T 除外 ・エラーデータは FF1 データを除外データ FF1 テーブルに、エラー情報と共に格納し、

以降の処理には使用しない。 

 

20_FF1_キー重複チェック でチェック実施。 

  

18 ERR510 

E ファイルと F

ファイルが不

整合である（F

ファイルデータ

が非存在であ

る） 

E ファイルの各レコ

ードに対して、同じ

月の F ファイルに

同じ「施設コード＋

データ識別番号＋

入院年月日＋デー

タ区分＋順序番

E ファイ

ル、F フ

ァイル 

フラグ ・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し 

1:F ファイルデータ欠落有り 
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号」を持つレコード

が存在しない。 

19 ERR520 

E ファイルと F

ファイルが不

整合である（E

ファイルデータ

非存在であ

る） 

F ファイルの各レコ

ードに対して、同じ

月の E ファイルに

同じ「施設コード＋

データ識別番号＋

入院年月日＋デー

タ区分＋順序番

号」を持つレコード

が存在しない。 

E ファイ

ル、F フ

ァイル 

フラグ ・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し 

1:E ファイルデータ欠落有り 

20 ERR530 

入院期間外の

EF ファイルレ

コードが存在

する 

E ファイルの実施

日＜FF1 の入院日 

または FF1 の退

院日＜E ファイル

の実施日 

FF1,E

ファイ

ル、統

合 E フ

ァイル 

フラグ ・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し 

1:入院期間外 E ファイルデータ

有り 
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21 ERR540 

E ファイル、F

ファイルの退

院日が FF1 と

異なる 

「施設コード＋デー

タ識別番号＋入院

年月日」が FF1 と

E ファイル、F ファイ

ルで同一である

が、退院日が異な

る。 

FF1,FF1

T,E ファ

イル、F

ファイル

EF 統合

ファイル 

フラグ ・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し 

1:E ファイルの退院日が FF1 と異

なる 

2:F ファイルの退院日が FF1 と異

なる 

3:E ファイルとＦファイルの両方の

退院日が FF1 と異なる 

4:EF 統合ファイルの退院日が

FF1 と異なる 

22 ERR541 

D ファイルの

退院日が FF1

と異なる 

「施設コード＋デー

タ識別番号＋入院

年月日」が FF1 と

D ファイルで同一で

あるが、退院日が

異なる。 

FF1,FF1

T,D ファ

イル 

フラグ ・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し 

1:D ファイルの退院日が FF1 と

異なる 

22 ERR542 

H ファイルの

退院日が FF1

と異なる 

「施設コード＋デー

タ識別番号＋入院

年月日」が FF1 と

H ファイルで同一で

あるが、退院日が

異なる。 

FF1,FF1

T,H ファ

イル 

フラグ ・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し 

1:H ファイルの退院日が FF1 と

異なる 
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23 ERR550 

入院基本料ま

たは特定入院

料を算定しな

い日がある 

F ファイルでデータ

区分 90（入院基本

料）または 92（特定

入院料）の点数が

ない日がある。 

E ファイ

ル 

フラグ ・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し 

1:入院基本料または特定入院料

を算定した前に、入院基本料ま

たは特定入院料を算定しない日

がある（ただし、2 のケースを除

く） 

2:入院基本料または特定入院料

を算定した後に、退院前に入院

基本料または特定入院料を算定

しない日がある 

24 ERR610 

医科レセプト

のみでない 

FF4 で「1.医科レセ

プトのみ」以外 

FF4 フラグ ・FF4 にレコードがない場合もフラグ設定する。 

・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し（医科レセプトのみ） 

2:歯科レセプトあり 

3:保険請求なし 

4:保険と他制度の併用 

5:その他 

9:FF4 に対応レコード無し 
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25 ERR710 

24 時間以内

の死亡である 

FF1 で「24 時間以

内死亡の有無」が

「24 時間以内死亡

の有り」または「救

急患者として搬送

され、入院前に処

置室、手術室等で

死亡有り」 

FF1 

FF1T 

フラグ   0:エラー無し（24 時間以内死亡

無し） 

1:24 時間以内死亡有り 

2:救急患者として搬送され、入院

前に処置室、手術室等で死亡有

り 

26 ERR720 

生後 7 日以内

の死亡である 

退院時転帰が死

亡、かつ退院日が

生年月日から 7 日

以内（生年月日当

日は１日とカウン

ト） 

FF1 

FF1T 

フラグ   0:エラー無し（生後７日以内の死

亡無し） 

1:生後７日以内の死亡有り 

27 ERR730 

治験対象であ

る 

FF1 で「治験実施

の有無」が「有り 

FF1 

FF1T 

フラグ   0:エラー無し（治験実施無し） 

1 治験実施有り 

28 ERR740 

移植手術を実

施している 

F ファイルに移植手

術に該当する K コ

ードに該当するレ

セ電算コードを持

つ。移植手術の K

コードは厚労省告

F ファイ

ル 

フラグ ・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し（移植手術無し） 

1:移植手術有り 
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示に基づく。（H15

第 75 号、H18 第

138 号、H20 第 93

号、H22 第 93 号、

H24 第 93 号、H26

第 93 号） 

29 ERR750 

厚生労働大臣

が定める者で

ある 

F ファイルに厚労省

告示に該当する医

科点数表コードを

持つ。（H16 第 107

号、H18 第 139

号、H22 第 94 号、

H22 第 94 号,第 96

号,第 197 号、H24

第 140 号、H26 第

140 号） 

F ファイ

ル 

フラグ ・親様式１（診療情報番号＝０）のみチェック対象。 

・子様式１（診療情報番号≧１）はチェック対象外。フラグは 0 を設定する。 

0:エラー無し（厚生労働大臣が定

める者でない） 

1:H16 年度の厚生労働大臣が定

める者である 

2:H18 年度の厚生労働大臣が定

める者である 

3:H20 年度の厚生労働大臣が定

める者である 

4:H22 年度の厚生労働大臣が定

める者である 

5:H24 年度の厚生労働大臣が定

める者である 

6:H26 年度の厚生労働大臣が定

める者である 

7:H28 年度の厚生労働大臣が定

める者である 
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30 ERR760 

一般病棟外へ

の移動がある 

FF1 で「一般病棟

外への移動あり」

がある(～H16)。

「精神病棟への入

院あり」または「そ

の他の病棟への入

院有り」がある

（H17～）。 

FF1 

FF1T 

フラグ   0:エラー無し 

1:一般病棟外への移動あり 

31 ERR770 

年齢が 120 歳

以上である 

入院時年齢が 120

歳以上 

FF1 

FF1T 

フラグ   0:エラー無し（入院時年齢 120 歳

未満） 

1:入院時年齢 120 歳以上 

32 ERR780 

手術が輸血の

みである 

FF1 の手術１～５

に輸血だけしか存

在しない 

（輸血管理料は含

まないこと） 

FF1 

FF1T 

フラグ   0:エラー無し（手術なし、または、

輸血以外の手術あり） 

1:手術が輸血のみ 

33 ERR790 

短期滞在手術

基本料を算定

している 

E ファイルに短期

滞在手術基本料に

該当するレセ電コ

ードがある。 

E ファイ

ル 

フラグ 

 

0:エラー無し（短期滞在手術基本

料なし） 

1:短期滞在手術基本料あり 
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34 

ERR800 

（旧

ERR140

） 

診療報酬制度

変更跨り 

（2010 年度か

らの調査通年

化により、条

件変更） 

様式１開始日・終

了日が診療報酬年

度を跨っている。

（2016 年度データ

では、様式１開始

日が 2016/4/1 以

前である。） 

FF1T フラグ H23 新規追加、H24 変更、H26 変更、H28 変更 0:エラー無し 

 

エラー有りの場合は、跨った診

療報酬年度を設定（2009 年度→

2010 年度跨りなら 2010 を設定） 
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D.考察 
 本研究の結果から、提出されているデータについて、一定数のエラーが含まれていること

がわかった。特にキー情報の重複や必要なデータが欠損している症例などは、分析に影響度

が大きいので、それを確実に除去できるようになったことは成果である。 

 また、分析の方向性によって、使用の可否が決まる入院患者レコードがあるということが

本研究の過程で判明した。たとえば、入院の途中で保険適応になる患者について、それを分

析に含めるか否か、その場合の在院日数はどの範囲を指すべきなのか、などといった点は、

研究の目的に応じて、それを研究者が容易に判断できる環境にあることは結果の妥当性を

維持するためにも重要である。今回の研究で、留意が必要な入院レコードに対してそのフラ

グメント化ができたことは大きな成果であったといえる。今後の開発においてもさらなる

留意コードが必要かについてその使い勝手とともに検討していきたい。 

 現時点ではいまだにいくつかのテーブルについては一般的な研究者の持つ環境ではハン

ドルが難しいサイズのレコード数を持っている状況にある。今後、このデータセットを使っ

て、研究者が共通して使える集計データを作成し、より容易に研究ができるデータ環境を構

築していく必要がある。 

E.結論 
 本年度、平成 27 年度分までの分析用データセットの作成が完了し、運用することもでき

た。また、平成 27 年度以降のデータについても同様に処理が出来るシステムの稼働を行う

ことが出来た。 

 次年度以降、より容易に研究ができるデータ環境を構築していく研究を行っていきたい。 

 


